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地域生活支援拠点のイメージ図
豊橋市では、①「相談」、②「体験の場や機会」、③「緊急時の受入・対応」、④「専門的人材の確保・養成」、⑤「地域の体制づくり」の5つの機能について、個々の機関が有機的な連携の下に１つの拠

点として機能するよう面的整備を行い、評価・改善を図っています。

豊橋市地域生活支援拠点（面的整備） R8.4時点

地域の体制づくり
様々なニーズに対応できるように、保健・医療・高齢福祉・

【とよはし総合相談支援センター運営事業（基幹相談支援

センター）人員体制】

・3法人6人 ※コーディネーターの役割を担う。

【障害児者相談支援事業（委託相談支援事業所）人員体

制】

・6事業所11人 ※コーディネーターの役割を担う

【豊橋市障害者自立支援協議会】

・全体会

・地域移行促進ネットワーク検討会

・医療的ケアに関する検討会 等

【とよはし総合相談支援センター運営事業（基幹相談支援セン

ター）人員体制】

・相談支援センタービリーブ（2人）

・相談支援事業所すばる（2人)

・豊橋障害者（児）団体連合協議会(2人)

【障害児者相談支援事業（委託相談支援事業所）人員体制】

・あかね荘障害者生活支援センター(2人)

・たまも荘障害者生活支援センター（2人）

・生活支援センターさざなみ（2人）

・発達・就労相談支援センターFLAT（1人）

・相談支援センター木もれ陽（2人)

・相談支援事業所アイリス（2人）

【指定相談支援事業所】

相談
自立の相談や地域での暮らしの相談等に応じる機能

【安心生活支援事業（生活体験の場）体験部屋確保数】

・豊橋ちぎり寮（部屋1室）

【障害福祉サービス事業所数】

・施設入所支援（2事業所）

・共同生活援助（4事業所）

・短期入所（1事業所）

・生活介護（3事業所）

・就労継続支援（4事業所）

・相談支援事業所（9事業所）

体験の場や機会
サービス利用や一人暮らし体験の場や機会を提供する機能

【とよはし総合相談支援センター運営事業（障害者虐待防止センター）人員

体制】※基幹相談支援センターと兼務

・障害者虐待防止センター（3法人6人）

【障害者虐待等緊急一時保護事業受託事業所】

・相談支援センタービリーブ、相談支援事業所すばる、あかね荘障害者

生活支援センター、たまも荘障害者生活支援センター、生活支援セン

ターさざなみ、発達・就労相談支援センターFLAT、相談支援センター

木もれ陽、相談支援事業所アイリス（8事業所）

【緊急時短期入所等利用・やむを得ない措置】

・短期入所（シーサイド吉前、自由の杜、ケアホームふたば、豊橋ちぎ

り寮、すみれホーム、短期入所ほのか）

・共同生活援助（いきいきホーム、ほのぼのホーム、てんぱくホーム）

・施設入所支援（シーサイド吉前）

緊急時の受入・対応
緊急時の受入れや医療機関への連絡等の必要な対応を行う機能

【とよはし総合相談支援センター運営事業（基幹相談支援セン

ター）内容】

・社会福祉施設職員研修、相談支援専門員研修、出前講座

【障害児者相談支援事業（委託相談支援事業所）内容】

・事業所への訪問等

【豊橋市障害者自立支援協議会の会議体】

・人材育成部会

-モニタリング結果の検証

-強度行動障害の支援体制整備

・就労支援部会

-就職支援スキルアップ検討会

・こども支援部会

-ペアトレ支援体制検討会 等

専門的人材の確保・養成
専門的な対応ができる体制確保や人材の確保・養成の機能

障害者職業・生活支援センターこども若者相談支援センター

警察

病院・保健所

障害者職業センター

公共職業安定所指定相談支援事業所

地域包括支援センター

児童相談所

行動援護従事者研修等実施機関

障害福祉サービス事業所

国・県・東三河南部圏域関係機関

連携 連携

連携 連携

困りごとがある！

自立したい！

充実した支援を受けたい！

虐待・差別のSOS！

障害者が生涯安心して暮らせる地域へa


